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	スライド 16:  ①「自ら学び考える教師」を実現するためのモデル化・制度化を考えること。  ② 大学院において、教師や教師志願者が、学びたい時に、学びたい内容を学べるような制度を構想すること。  ③ 教師が専門職として成長するためには、学部段階の養成のみでは不十分あり、また、学校現場での実践と研修のみでは限界があるため、大学院での学び直しが重要かつ必要であるという共通認識の下で制度化を検討すること。同時に、大学院での学びの多様性を保障すること。  ④教師の質の向上と量的確保の両方を実現できるような、「多
	スライド 17

